
JP 2019-30421 A 2019.2.28

10

(57)【要約】
【課題】接着層を介して接着されているプリズムとカバ
ーガラスとの剥離を抑制した内視鏡用撮像ユニット及び
内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡用撮像ユニットが、対物レンズと、
対物レンズを保持する鏡胴と、鏡胴の一端に接続された
光入射面と、光入射面と直角をなす光出射面を備えたプ
リズムと、プリズムの光出射面に、一面が接着剤を介し
て接着されたカバーガラスと、プリズムの光出射面に対
向して配置された撮像素子基板とを備え、鏡胴、プリズ
ム及びカバーガラスのうちのいずれか１つが、プリズム
とカバーガラスとの界面の鏡胴側の一辺を覆う位置に設
けられた突出部を備えており、突出部は、プリズム及び
カバーガラスの少なくとも一方の側面との間で閉空間を
構成する凹部を上記一辺に面して備えている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部先端部に配置される対物レンズと、
　該対物レンズを保持する鏡胴と、
　前記鏡胴の一端に接続された光入射面と、該光入射面と直角をなす光出射面を備えたプ
リズムと、
　該プリズムの前記光出射面に、一面が接着剤を介して接着されたカバーガラスと、
　前記プリズムの前記光出射面に対向して配置された撮像素子基板とを備えた内視鏡用撮
像ユニットであって、
　前記鏡胴、前記プリズム及び前記カバーガラスのうちのいずれか１つが、前記プリズム
と前記カバーガラスとの界面の前記鏡胴側の一辺を覆う位置に設けられた突出部を備えて
おり、該突出部は、前記プリズム及び前記カバーガラスの少なくとも一方の側面との間で
閉空間を構成する凹部を前記一辺に面して備えている内視鏡用撮像ユニット。
【請求項２】
　前記鏡胴が、前記突出部を備えている請求項１記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項３】
　前記鏡胴が、前記突出部の前記凹部の内壁に樹脂層を有している請求項２記載の内視鏡
用撮像ユニット。
【請求項４】
　前記カバーガラスが、前記突出部を備えている請求項１記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項５】
　前記プリズムが、前記突出部を備えている請求項１記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項６】
　前記突出部の前記凹部に前記閉空間から外部に連通する空気孔を備え、該空気孔が前記
接着剤を流出させることなく、空気を通過させる大きさである請求項１から５いずれか１
項に記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項７】
　前記突出部と、前記プリズム及び前記カバーガラスの少なくとも一方の側面との間に、
前記凹部から前記接着剤を流出させることなく、空気を通過させる隙間を有する請求項１
から５いずれか１項に記載の内視鏡用撮像ユニット。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか１項に記載の内視鏡用撮像ユニットが、被検体内に挿
入される内視鏡先端部に搭載された内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡用撮像ユニット、及び内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　可撓性を有する細長の挿入具の先端部に撮像素子を実装した撮像ユニットが内蔵されて
おり、この挿入具を体腔内に挿入することによって、被検部位の観察等を行うことができ
る内視鏡が知られている。
【０００３】
　この撮像ユニットは、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）またはＣＭＯＳ（Complementa
ry Metal Oxide Semiconductor）イメージセンサ等の固体撮像素子を内蔵し、複数の光学
部材を通して撮像素子の受光領域に被写部位の光学像を結像し、この撮像素子の光電変換
処理によって被写部位の画像データを撮像する。
【０００４】
　撮像ユニットに備えられている光学部材は、例えばレンズ系、プリズム及び撮像素子の
撮像面を保護するカバーガラスなどであり、観察像を正確に再現するためには、複数の光
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学部材の相対位置関係を厳格に規制した状態にして撮像ユニットを組み付ける必要がある
。一方、内視鏡の挿入部における撮像ユニットの配設位置には、撮像素子の基板に搭載し
たコンデンサ等の電子部品及びライトガイドなどの発熱源が存在するため、使用時におい
て雰囲気温度が上昇し、５０℃から６０℃程度となる。また、挿入部は、オートクレーブ
滅菌処理のため、高温高圧高湿雰囲気に曝される。ここで、撮像ユニットを構成する各部
材のうち、鏡胴は黄銅、アルミ、及びステンレスなどの金属材により形成され、プリズム
及びカバーガラスの材質はガラスあるいは樹脂である。各部材の線膨張係数は材質によっ
て異なり、金属材からなる鏡胴と、ガラスあるいは樹脂からなるプリズム及びカバーガラ
スとの間の線膨張係数差は極めて大きい。このため、鏡胴とプリズム又はカバーガラスと
が接着剤で接続されている場合には、高温雰囲気下で長時間作動させたり、繰り返し作動
させたりしている間に、接着剤により接続されている部材間の線膨張率の違いによって相
互の間における連結部分に歪が生じて、接着部分に剥離が生じることがある。
【０００５】
　特許文献１においては、上記線膨張係数の差により最も影響を受けるのは鏡胴とカバー
ガラスとの間であるとして、鏡胴とカバーガラスとを離間して配置する構成が提案されて
いる。
【０００６】
　なお、特許文献２～４等にも、レンズ系を装着した鏡胴と、プリズムとを固着させ、さ
らに、プリズムと撮像素子の表面に設けられたカバーガラスとを接着剤等を用いて固着さ
せた構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】実公平７－２４０８８号公報
【特許文献２】特開２０１５－４２２１９号公報
【特許文献３】特開２０１２－１０５８６８号公報
【特許文献４】特開２０１１－２２４３４８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　被検者の負担を低減するために、内視鏡の挿入部は細径化が図られている。この細径化
の実現に向けた検討を進める上で、本発明者らは以下のような問題を見出した。特許文献
１のようにカバーガラスと鏡胴とが直接接触しないように構成するとしても、細径化のた
めにはカバーガラスと鏡胴との間隔を小さくする必要がある。しかし、このカバーガラス
と鏡胴との間隔を小さくするとカバーガラスとプリズムとの界面を接着する際にこの界面
から漏れ出た接着剤が鏡胴の外周面の一部（以下において単に外面という。）とカバーガ
ラスとの間に充填されてしまう。この鏡胴の外面とカバーガラスの間が接着剤で埋められ
た状態で、挿入部が温度変化を繰り返し受ける間に、既述のカバーガラスと鏡胴との線膨
張係数の差により、接続部分に歪が生じる。この歪の発生によって、鏡胴とカバーガラス
との間の接着剤に剥がれが生じたり、接着剤を介してプリズム及びカバーガラスに圧縮あ
るいは引張り応力が生じたりして、カバーガラスとプリズムとの接着の剥がれが生じる場
合がある。
【０００９】
　本発明は、上記事情を鑑みてなされたものであり、接着固定されているカバーガラスと
プリズムとの剥がれが抑制された、内視鏡用撮像ユニット及びその内視鏡用撮像ユニット
を備えた内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の内視鏡用撮像ユニットは、
　内視鏡の挿入部先端部に配置される対物レンズと、
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　対物レンズを保持する鏡胴と、
　鏡胴の一端に接続された光入射面と、光入射面と直角をなす光出射面を備えたプリズム
と、
　プリズムの光出射面に、一面が接着剤を介して接着されたカバーガラスと、
　プリズムの光出射面に対向して配置された撮像素子基板とを備えた内視鏡用撮像ユニッ
トであって、
　鏡胴、プリズム及びカバーガラスのうちのいずれか１つが、プリズムとカバーガラスと
の界面の鏡胴側の一辺を覆う位置に設けられた突出部を備えており、突出部は、プリズム
及びカバーガラスの少なくとも一方の側面との間で閉空間を構成する凹部を上記の一辺に
面して備えている。
【００１１】
　本発明の内視鏡用撮像ユニットにおいては、鏡胴が、突出部を備えていてもよい。
【００１２】
　本発明の内視鏡用撮像ユニットにおいては、鏡胴が、突出部の凹部の内壁に樹脂層を有
していてもよい。
【００１３】
　本発明の内視鏡用撮像ユニットにおいては、カバーガラスが、突出部を備えていてもよ
い。
【００１４】
　本発明の内視鏡用撮像ユニットにおいては、プリズムが、突出部を備えていてもよい。
【００１５】
　本発明の内視鏡は、内視鏡用撮像ユニットが、被検体内に挿入される内視鏡先端部に搭
載されている。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の内視鏡用撮像ユニットは、鏡胴、プリズム及びカバーガラスのうちのいずれか
１つが、プリズムとカバーガラスとの界面の鏡胴側の一辺を覆う位置に設けられた突出部
を備えており、突出部が、プリズム及びカバーガラスの少なくとも一方の側面との間で閉
空間を構成する凹部を、上記一辺に面して備えているので、プリズムとカバーガラスとを
接着剤で接続する際に接続界面から、鏡胴の外面側に接着剤が漏れ出るのを抑制すること
ができる。鏡胴の外面とカバーガラスとが接着剤で接続されていないので、両者が接続さ
れていた場合に接着剤の膨張や剥がれによって生じていたプリズムとカバーガラスとの剥
がれが抑制された内視鏡用撮像ユニットを得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】一実施形態に係る内視鏡装置の全体構成を示す図である。
【図２】内視鏡の先端部の断面図である。
【図３】第１の実施形態に係る撮像ユニットの概略構成を示す側面図である。
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ断面を示す図である。
【図５】図３の一部領域Ｖの拡大断面図である。
【図６】図３のプリズムとカバーガラスとの界面の鏡胴側の一辺を示す図である。
【図７】第２の実施形態に係る撮像ユニットの概略構成を示す側面図である。
【図８】図７のカバーガラスの斜視図である。
【図９】第３の実施形態に係る撮像ユニットの概略構成を示す側面図である。
【図１０】図９のＩＸ－ＩＸ断面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を参照して本発明に係る実施形態について説明する。
　図１は本発明の一実施形態に係る内視鏡を備えた内視鏡装置１１の全体構成図を示す図
であり、図２は内視鏡の挿入部先端を拡大して示す断面図である。
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【００１９】
　図１に示すように、内視鏡装置１１は、内視鏡１２、制御装置１３、光源装置１４、及
び送気送水装置１５を備えている。送気送水装置１５は、光源装置１４に内蔵され、エア
ーの送気を行う周知の送気装置（例えば、ポンプなど）１５ａと、光源装置１４の外部に
設けられ、洗浄水を貯留する洗浄水タンク１５ｂから構成されている。
【００２０】
　内視鏡１２は、被検者の体内に挿入される可撓性の挿入部１６と、挿入部１６の基端部
分に連接され、内視鏡の把持及び挿入部１６の操作に用いられる操作部１７と、操作部１
７を制御装置１３及び光源装置１４に接続するユニバーサルコード１９とを有する。
【００２１】
　挿入部１６は、その先端に設けられ、本発明の第１の実施形態に係る内視鏡用撮像ユニ
ット３０が内蔵された先端部１６ａと、先端部１６ａの基端に連設された湾曲自在な湾曲
部１６ｂと、湾曲部１６ｂの基端に連設された可撓性を有する可撓管部１６ｃとからなる
。ここで、基端とは各部材の両端のうちの操作部１７側の一端を意味する。
【００２２】
　操作部１７には、湾曲部１６ｂを上下左右に湾曲させるためのアングルノブ２１、及び
先端部１６ａからエアー，水を噴出させるための送気送水ボタン２２などの操作部材が設
けられている。また、操作部１７には、鉗子チャンネル（図２参照）３２に電気メス等の
処置具を挿入するための鉗子口２３が設けられている。
【００２３】
　制御装置１３は、光源装置１４と電気的に接続され、内視鏡装置１１の動作を統括的に
制御する。制御装置１３は、ユニバーサルコード１９や挿入部１６内に挿通された伝送ケ
ーブルを介して内視鏡１２に給電を行い、撮像素子８２の駆動を制御する。また、制御装
置１３は、伝送ケーブルを介して撮像素子８２から出力された撮像信号を取得し、各種画
像処理を施して画像データを生成する。制御装置１３で生成された画像データは、制御装
置１３にケーブル接続されたモニタ２０に観察画像として表示される。
【００２４】
　図２に示すように、先端部１６ａは、先端硬性部２４と、この先端硬性部２４の先端側
に装着される先端保護キャップ２５とを備えている。先端硬性部２４は、ステンレス鋼等
の金属からなり、長手方向に沿って複数の貫通孔が形成されている。この先端硬性部２４
の各貫通孔に撮像ユニット３０、鉗子チャンネル３２、図示しないライトガイドなどの各
種部品が挿入されて固定されている。先端硬性部２４の後端は、湾曲部１６ｂを構成する
先端の湾曲駒３３に連結されている。また、先端硬性部２４の外周には、外皮チューブ３
４が被覆されている。
【００２５】
　撮像ユニット３０は、先端保護キャップ２５の観察窓から体腔内（すなわち、被検体内
）の像光を取り込むために先端部１６ａの先端側に配置される対物レンズ３８と、その対
物レンズ３８を保持する鏡胴５０と、鏡胴５０の基端側の一端５０Ａに接続されたプリズ
ム６０と、プリズム６０に接着されたカバーガラス４０と、プリズム６０の光出射面６０
Ｂに対向して配置された撮像素子基板８０とを備えている。
　プリズム６０は、鏡胴５０の一端５０Ａに接続される光入射面６０Ａとその光入射面６
０Ａと直角をなす光出射面６０Ｂを備えている。カバーガラス４０はプリズム６０の光出
射面６０Ｂに、接着剤７０を介して一面４０Ａが接着されている（図３を参照）。
【００２６】
　対物レンズ３８は、被検体内の像光を取り込むためのレンズ群３８Ａ，３８Ｂ，３８Ｃ
からなり、鏡胴５０は、このレンズ群３８Ａ，３８Ｂ，３８Ｃを内部に保持する。レンズ
群３８Ａ，３８Ｂ，３８Ｃのうち、最も先端側に位置するレンズ３８Ａが先端部１６ａの
先端面、すなわち先端保護キャップ２５の貫通孔２５ａから外部に臨むように配設されて
いる。
【００２７】
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　撮像素子基板８０の一部には撮像素子８２が備えられており、カバーガラス４０は、撮
像素子８２の受光部８４上に配設されている。カバーガラス（cover slip)４０は、透明
材料からなる０．２ｍｍ～０．５ｍｍ程度の厚みを有する薄板である。なお、カバーガラ
スはガラス製には限らず樹脂製であってもよい。本実施形態においては、カバーガラス４
０が受光部８４の表面に直に接して取り付けられているが、カバーガラス４０は受光部８
４上にスペーサを介して取り付けられていてもよい。
【００２８】
　撮像素子基板８０の後端には、回路部８３が備えられている。ここでは、撮像素子基板
８０の一部に回路部８３が設けられているが、回路部は別途の基板に設けられていてもよ
い。回路部８３は、撮像素子８２と電気的に接続される。回路部８３には、例えば、撮像
素子８２を駆動させるための駆動信号を伝達する回路、撮像素子８２からの撮像信号をデ
ジタル化する等の信号処理を施すための回路、撮像信号を制御装置に転送するための回路
等が実装されている。
【００２９】
　以下、上記内視鏡装置１１に備えられている、本発明の第１の実施形態の撮像ユニット
３０について詳細に説明する。図３は、本実施形態の撮像ユニット３０の鏡胴５０、プリ
ズム６０及びカバーガラス４０の接続部の側面拡大図である。図４は図３におけるＩＶ－
ＩＶ線の鏡胴側を視認する断面模式図である。また、図５は、図３中において破線で囲む
領域Ｖの拡大断面図を示す。
【００３０】
　図３に示すように鏡胴５０の基端側の一端５０Ａにプリズム６０の光入射面６０Ａが接
続されている。鏡胴５０とプリズム６０は図示しない接着剤を介して接続されている。プ
リズム６０の光出射面６０Ｂはカバーガラス４０の一面４０Ａと接着剤７０を介して接着
されている。
【００３１】
　図３および図４に示すように本実施形態の鏡胴５０は、プリズム６０と接続される基端
側の一端において一部外周方向に突出した突出部５２が設けられている。突出部５２は、
プリズム６０とカバーガラス４０との界面、すなわち接着剤７０が設けられている面の鏡
胴側の一辺７５を覆う位置に設けられている。以下において、プリズム６０とカバーガラ
ス４０との界面にある接着剤７０からなる層を接着層７２と称する。そして、突出部５２
が、プリズム６０及びカバーガラス４０の少なくとも一方の側面との間で閉空間を構成す
る凹部５４を、一辺２５に面して備えている。
【００３２】
　図６は、プリズム６０とカバーガラス４０の鏡胴５０と接続される側面を示すための斜
視図である。突出部５２は、図６に示す一辺７５を覆う位置に設けられている。突出部５
２が、その一辺７５の一端から他端までの全域を完全に覆っていることが好ましい。しか
しながら、一辺７５のうち、プリズム６０とカバーガラス４０を接着剤７０で接着する際
に接着剤７０が漏れ出やすい部分が覆われていればよく、本発明において、一辺を覆うと
は、一辺の少なくとも一部を覆うことを言うものとする。
【００３３】
　突出部５２の凹部５４は、プリズム６０とカバーガラス４０の接着時に一辺７５から漏
れ出る接着剤７０を受容する位置に設けられている。ただし、一辺７５のうち、少なくと
もプリズム６０とカバーガラス４０を接着剤７０で接着する際に接着剤７０が漏れ出やす
い部分に面して凹部５４が設けられていればよい。
【００３４】
　鏡胴５０、プリズム６０及びカバーガラス４０が接続された状態において、凹部５４は
プリズム６０の側面（光入射面６０Ａ）とカバーガラス４０の側面４０Ｃとの間で閉空間
を構成している。したがって、凹部５４内には接着剤７０が受容されている。凹部５４に
受容されている接着剤７０は室温環境（２５℃）において、凹部５４の容量の８０％以下
、好ましくは６０％以下であることが好ましい。
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　なお、ここで、閉空間とは、少なくとも鏡胴５０の外面に対して閉じた空間であること
を意味し、鏡胴５０の外面側に接着剤が漏れ出ない空間となっていることを意味する。本
構成においては、少なくとも接着剤７０が外部に漏れ出ない構成であり、接着剤は流出し
ないが凹部の空気が外部に抜ける程度の隙間を備えていてもよい。例えば、図４に示すよ
うに、突出部５２の凹部５４に、接着剤を流出させないが、空気を通す、外部に連通した
空気孔５３が設けられていてもよい。また、例えば、閉空間を構成する突出部５２と、プ
リズム６０の側面およびカバーガラス４０の側面４０Ｃとの接続界面に接着剤を流出させ
ないが、空気を通す隙間を有していてもよい。なお、許容される隙間、空気孔の大きさは
、接着剤の粘度によって異なり、適宜設定すればよい。
【００３５】
　なお、図３～図５に示すように、凹部５４の内壁に樹脂層５５が備えられていてもよい
。樹脂層５５を備えることにより、高温時における接着剤７０の膨張により生じる応力を
緩和する効果を得ることができる。樹脂層５５としては、金属と比較して十分に弾性率が
高い材料が好適であり、例えば、シリコーン樹脂を用いることができる。
【００３６】
　プリズム６０とカバーガラス４０とはほぼ全面に亘って接着剤７０により接着されてい
る。一方、対物レンズで検出された像光はプリズム６０を経てカバーガラス４０を透過し
て撮像素子の受光部に入射する。すなわち、プリズム６０とカバーガラス４０における像
光の光路に接着層７２が設けられているため、この接着層７２に剥がれが生じると受光像
に多大な影響を与えることとなる。本構成の撮像ユニット３０によれば、接着層７２を形
成する際にプリズム６０とカバーガラス４０との界面の鏡胴５０側の一辺７５から漏れ出
る接着剤７０が、鏡胴５０の突出部５２に設けられている凹部５４に受容され、鏡胴本体
側には漏れ出ていない。少なくとも鏡胴５０の外面とカバーガラス４０とが接着剤により
接続されることがないことから、両者間が接着剤によって接続されていた場合に接着剤の
膨張や剥がれによって生じていたプリズムとカバーガラスとの剥がれが抑制されている。
本実施形態の撮像ユニット３０は、鏡胴５０の外側とカバーガラス４０とが接着剤により
接続されていない、プリズム６０とカバーガラス４０との剥がれが抑制された構成である
から、高温多湿環境を繰り返し受けた場合における耐久性が高い。
【００３７】
　上記第１の実施形態の内視鏡用撮像ユニット３０として、鏡胴に凹部を備えた突出部が
設けられている構成を説明した。しかしながら、本発明の撮像ユニットとしては、プリズ
ムとカバーガラスとの接着面の一辺から漏れ出る接着剤を受容できる凹部を備えた突出部
が、カバーガラスあるいはプリズムに設けられている形態であってもよい。
【００３８】
　図７は、第２の実施形態の撮像ユニットを示す側面図である。以下において、第１の実
施形態における要素と同等の要素には同一の符号を付し、主として第１の実施形態と異な
る点を説明する。
【００３９】
　本実施形態においては、鏡胴５０には突出部が備えられておらず、カバーガラス４０に
、凹部４４を備えた突出部４２が備えられている。また、本実施形態においては、鏡胴５
０が、対物レンズを保持する鏡胴本体５６と、鏡胴本体５６とプリズム６０との間を連結
する鏡胴保持部５８とから構成されている。なお、本実施形態における鏡胴５０の一端と
は鏡胴保持部５８の基端側の一端であり、この鏡胴保持部５８の一端がプリズム６０の光
入射面６０Ａと接続されている。
【００４０】
　図８は、本実施形態のカバーガラス４０の斜視図である。本実施形態のカバーガラス４
０は、鏡胴５０側の一端に突出部４２を備えており、その突出部４２に凹部４４が設けら
れている。プリズム６０の鏡胴側の側面である光入射面６０Ａと突出部４２の凹部４４に
より、鏡胴５０の外面に対して閉じた空間（閉空間）が構成されるように、突出部４２は
、プリズム６０の光入射面６０Ａと光出射面６０Ｂにより構成される角部が当接する位置
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に設けられている。
【００４１】
　本構成では、カバーガラス４０の突出部４２の凹部４４に、プリズム６０とカバーガラ
ス４０を接着する際にその界面の一辺７５から漏れ出る接着剤７０が受容される。本構成
によっても、上記第１の実施形態の撮像ユニットと同様の効果を得ることができる。なお
、カバーガラス４０に突出部４２を設けて、カバーガラス４０の凹部４４に接着剤７０を
収容する構成においては、凹部とプリズム６０の光入射面６０Ａとにより形成される閉空
間は、鏡胴５０側へ接着剤７０が漏れ出るのを防止する構成であればよい。すなわち、カ
バーガラス４０の突出部４２の鏡胴５０に面する対向壁部４２ａは必須であるが、凹部４
４の長さ方向の端部を構成する壁部４２ｂの一部もしくは全部を備えていない構成であっ
てもよい。
【００４２】
　図９は、第３の実施形態の撮像ユニットを示す側面図である。
　本実施形態においては、鏡胴５０及びカバーガラス４０には突出部が備えられておらず
、プリズム６０に、凹部６４を備えた突出部６２が設けられている。また、本実施形態の
鏡胴５０は、上記第２の実施形態の撮像ユニットの構成と同様である。
【００４３】
　図１０は、図９のＸ－Ｘ断面を示す。図１０に示すように、本実施形態のプリズム６０
は、鏡胴５０側の一端に突出部６２を備えており、その突出部６２に凹部６４が設けられ
ている。カバーガラス４０の鏡胴側の側面４０Ｃとプリズム６０の突出部６２の凹部６４
により、鏡胴５０の外面に対して閉じた空間（閉空間）が構成されるように、プリズム６
０は、突出部６２の凹部６４形成面がカバーガラス４０の側面４０Ｃに当接するように配
置されている。
【００４４】
　本構成では、プリズム６０の突出部６２の凹部６４に、プリズム６０とカバーガラス４
０を接着する際にその界面の一辺７５から漏れ出る接着剤７０が受容される。本構成によ
っても、上記第１の実施形態の撮像ユニットと同様の効果を得ることができる。なお、プ
リズム６０に突出部６２を設けて、その凹部６４に接着剤７０を収容する構成においては
、凹部６４とプリズム６０の光入射面６０Ａとにより形成される閉空間は、鏡胴５０側へ
接着剤７０が漏れ出るのを防止する構成であればよい。したがって、プリズム６０の光入
射面６０Ａを延長した面を有する壁部６２ａは必須であるが、凹部の長さ方向の端部の壁
部６２ｂの一部または全部がない構成であってもよい。プリズムの下方の壁部６２ｃは接
着時に漏れ出た接着剤の液だれを防止する観点から備えられている。
【００４５】
　なお、プリズム６０が光入射面６０Ａを延長した面を有する壁部６２ａのみからなる突
出部、すなわち凹部を備えていない突出部を有している場合にも、その突出部とカバーガ
ラス４０の側面４０Ｃとの間に所定容量の間隙を開けて配置することにより、この間隙に
接着剤７０を収容して、鏡胴５０の外面側に接着剤７０が漏れ出ることを抑制することが
できる。
【符号の説明】
【００４６】
１１   内視鏡装置
１２   内視鏡
１３   制御装置
１４   光源装置
１５   送気送水装置
１５ａ 送気装置
１５ｂ 洗浄水タンク
１６   挿入部
１６ａ 先端部
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１６ｂ 湾曲部
１６ｃ 可撓管部
１７   操作部
１９   ユニバーサルコード
２０   モニタ
２１   アングルノブ
２２   送気送水ボタン
２３   鉗子口
２４   先端硬性部
２５   先端保護キャップ
２５ａ 貫通孔
３０   内視鏡用撮像ユニット
３０   撮像ユニット
３２   鉗子チャンネル
３３   湾曲駒
３４   外皮チューブ
３８   対物レンズ
３８Ａ，３８Ｂ，３８Ｃ      レンズ群
４０   カバーガラス
４０Ａ カバーガラスの一面
４０Ｃ カバーガラスの側面
４２   突出部
４２ａ 対向壁部
４２ｂ 壁部
４４   受光部
４４   凹部
５０   鏡胴
５０Ａ 鏡胴の基端側の一端
５２   突出部
５３   空気孔
５４   凹部
５５   樹脂層
５６   鏡胴本体
５８   鏡胴保持部
６０   プリズム
６０Ａ 光入射面
６０Ｂ 光出射面
６２   突出部
６２ａ，６２ｂ，６２ｃ      壁部
６４   凹部
７０   接着剤
７２   接着層
７５   一辺
８０   撮像素子基板
８２   撮像素子
８３   回路部
８４   受光部
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